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研究成果の概要 

本年度は、生体透明化技術を開発するため、蛍光乳酸センサーの開発に取り組んだ。 その結果、

赤色蛍光乳酸センサーR-iLACCO1の開発に成功し、その成果を Nature Communicationsに報告

した（Nasu et al. https://www.nature.com/articles/s41467-023-42230-5）。また、開発した乳酸センサ

ーに関して、ボルドー大学（フランス）、Academia Sinica（台湾）及び鹿児島大学において招待講演

を行った。 
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